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事業の内容

国 国研、大学、企業等
交付金 委託

NEDO

事業目的・概要
 プラスチックはその高い機能性から、社会生活の様々な場面で利用が急
速に進んだ素材です。しかし、需要増大に伴い、原料調達、製造、加工
及び廃棄処理の過程でのエネルギー消費、CO2排出の増大や、プラス
チックごみによる海洋汚染が社会課題となっています。

特に近年は、上記課題の解決がSDGsに資するため、リサイクルの徹底・
素材転換を求める機運が高まる中、対策を進めていく好機にあります。

本事業ではこうした機運を捉え、回収された廃プラスチックの高度なリサイ
クルを促進する技術基盤構築を通して、プラスチックの資源効率や資源
価値を高めると共に、海洋生分解性プラスチックの市場拡大のため、海
洋生分解性プラスチック導入・普及を促進する技術基盤構築を行います。

令和3年度は、(1)リサイクル高度化促進技術については、ラボスケール
技術検討及びスケールアップ機器設計・製造に加え、新たに高効率選別
システム構築及び、多様な化学品へのケミカルリサイクル手法の開発を行
います。また、(2)海洋生分解性プラスチック技術については、生分解機
構の解明に向けてラボ・フィールド試験等を開始します。

成果目標
令和2年度から6年度までの事業であり、プラスチック高度リサイクル技術
及び植物由来海洋生分解性プラスチック製造技術の高度化により、
2030年までに714万CO2トン/年の削減を目指すと共に、2020年代初
頭には海洋生分解性プラスチックに係るISO提案に向けた評価手法の確
立を目指します。

•海洋生分解性プラスチックの海洋での生分解機構の解明を通し、技術・安全性の評価手法
確立に加え、革新的な技術・新素材の開発を行い、知見・ノウハウの蓄積・提供、人材育成
を通して技術開発基盤を構築。
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•様々な廃プラスチックを汚れや複合品などの品質に応じて最適に循環させ、省エネルギー・
CO2排出抑制を実現するための、高度選別・高物性材料再生・基礎化学品化・高効率エ
ネルギー循環などの基盤技術を開発。

•資源循環に関する知見・ノウハウの集約・提供、開発環境整備、人材育成を促進。
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